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1	 はじめに
社会の国際化が進む中で、看護界もグローバルマイン
ドを備えた人材の育成が求められている。「大学におけ
る看護系人材育成の在り方に関する検討会」の最終報告
では、学士課程におけるコアとなる看護実践能力と卒業
到達時の目標の一つとして、「グローバリゼーション・
国際化の動向における看護の在り方について理解でき
る」という内容が挙げられた（文部科学省、2011）。ま
た、平成29年10月には、学生が卒業時までに身に付けて
おくべき必須の看護実践能力についての学修目標が提示
され、「看護学教育モデル・コア・カリキュラム」とし
て取りまとめられた（文部科学省、2017）。その中の 国
際社会と看護についての項目では、「国際的視野で、看
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護の対象となる人への配慮について説明できる」ことが
目標として挙げられている。
本学看護学部においても、「国際的な広い視野を持っ
た看護者の育成」を教育方針の一つとして掲げ、国際社
会に対応しうる語学力や情報処理能力をもった人材を育
成することを教育目標にしている。このような教育方
針・教育目標に基づく教育支援の一環として、看護学部
では、平成26年に台湾の台中市にある中山醫學大學護理
學系（看護学科）との間で学生間交流協定を結び、短期
交換留学を実施している。平成28年度には、2回目の交
換留学を終え、次回（平成30年度）の交換留学に備えて
いるところである。本稿では、2回目の交換留学の様子
を紹介するとともに、本学学生に実施した国際交流に関
するアンケート結果も踏まえて、今後の国際交流の推進
に向けた課題について述べる。
2	 中山醫學大學との	
交換留学の実際
看護学部との協定締結以前に、中山醫學大學と目白大
学の大学間ですでに交流協定を結んでいた。学部間の学
生間交流協定の締結に至った経緯としては、平成25年の
教員間の相互訪問を契機に、かねてより学生から要望の
あった短期留学を実現したものであり、学部内に国際交
流委員会を設け準備にあたった。詳細については、河津
ら（2016）の報告を参照していただきたい。平成26年に
第 1回の留学生 4名を受け入れ、翌年に本学より 3名の
学生（うち 1名は看護学研究科学生）を派遣した。交換
留学は、受け入れと派遣を 1年ごとに交互に行うことと
しているが、本学からの派遣は 3月であるため、日本で
は同じ年度内での交換留学となる。本稿では、2回目の
交換留学の様子を報告する。
1）中山醫學大學留学生の受け入れ
第2回の受け入れは、平成28年 7月下旬～ 8月下旬の
4 週間、4 名の学生（3 年生 3 名、2 年生 1 名）を迎え
た。4月頃より、学部の国際交流委員を中心に、宿泊施
設の確保、研修プログラムとスケジュールの作成、教員
の役割分担、学生ボランティアの募集、留学中の学内施
設利用、緊急時の連絡体制などの準備にあたった。
宿泊施設は、前回と同じく民間の学生向けアパートを
マンスリー契約した。宿泊費用は全額留学生負担となる
ため、留学生 2名で 1室の利用として賃料を折半しても
らうようにした。契約したアパートは、生活家電がほぼ
そろっているため留学生には利便性が高いが、前もって
の利用予約ができないため、タイミングよく大学近くの
通学に負担の少ない物件に空室が出るかは確証がないこ
とが難点であった。今回は岩槻駅から徒歩圏内の物件に
空きが出たことは幸いであった。そのほか、留学生の学
習室や備品などの学内施設の準備、留学生に貸し出す携
帯電話などについては、岩槻キャンパスの事務部門や新
宿キャンパスの国際交流課の協力をいただくことがで 
きた。
研修プログラムについては、学部の教員が役割を分担
しながら協力して実施した（表 1）。学内授業体験や臨
地実習施設訪問による実習中の学生との交流、人形制作
体験や盆栽の見学、浴衣の着付け体験と神社の夏祭りな
どの日本文化を体験した（図1、図2）。また、日本の医
療福祉施設の見学として、ホリスティック医学の医療施
設や高齢者施設の見学を行った。滞在中は国際交流委員
の教員を中心に、日常生活や体調管理などの点で継続し
てサポートした。
今回は、留学生の実習カリキュラムの都合から、留学
期間の多くが 8 月の本学の夏季休暇中と重なったため、
学生間の交流を第一の目的としている本プログラムとし
て、その企画や準備に難航した。しかし、早くからボラ
ンティア学生を募り、前回よりも5名多い12名の学生が
申し出てくれた。ボランティア学生にはプログラムにも
同行してもらい、夏季休暇中ではあるが学生間の交流機
会が持てるように配慮した。また、留学生にはオープン
キャンパスに参加してもらうことで、保健医療学部を含
めて岩槻キャンパスを体験することができた。模擬授業
ではオープンキャンパス参加の高校生とも交流を持つこ
とができ、保護者に対して本学部の国際交流活動を紹介
する機会にもなった。さらに、ボランティア学生の保護
者のご厚意により、ホームステイにより家庭での宿泊を
体験することもできた。
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月／日 曜日 午前 午後 夕
7/21 木 空港出迎え・岩槻駅→アパートへの案内
7/22 金 アパート迎え／学部長・学科長挨拶 学部紹介 学科歓迎会
7/23 土 休日
7/24 日 休日
7/25 月 講話／日本の看護教育 岩槻キャンパス案内
7/26 火 日本文化体験：浴衣着付け
7/27 水 新宿キャンパス案内／学長表敬訪問
7/28 木 特別養護老人ホーム見学／在宅看護学実習学生・入居者と交流
7/29 金 精神看護学実習学生とのカンファレンス
7/30 土 留学生希望企画
7/31 日 休日
8/1 月 日本文化体験：大宮氷川神社例大祭見学
8/2 火 留学生希望企画
8/3 水 国立埼玉病院キャンパス見学／大学院・認定看護師課程紹介
8/4 木 ホームビジット・川越観光
8/5 金 留学生希望企画
8/6 土 オープンキャンパス参加／学部紹介におけるプレゼンテーション
8/7 日 休日
8/8 月 休日
8/9 火 病院見学
8/10 水 留学生希望企画
8/11 木 日本文化体験：大宮盆栽村・美術館見学
8/12 金 日本文化体験：岩槻人形制作体験
8/13 土 休日
8/14 日 特別養護老人ホーム見学
8/15 月 留学生希望企画
8/16 火 留学生希望企画
8/17 水 留学生希望企画
8/18 木 成果発表会 送別会
8/19 金 帰国準備
8/20 土 アパート引き渡し・清算 空港見送り
表1   平成 28 年度　国際交流プログラム　留学生受け入れ時研修スケジュール
図1   精神看護学実習の学内カンファレンスに参加 図2   浴衣を着て神社にお参り
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Date AM PM Evening
3/9 Thu Arrive at the airport Check in the dormitory/Dinner
3/10 Fri Orientation/School tour Welcome party 　
3/11 Sat Local Tour 　
3/12 Sun Free time 　
3/13 Mon Visit Department of Nursing Hospital Tour 　
3/14 Tue 2nd year class Visit other facilities 　
3/15 Wed 2nd year class classes/or nursing ward 　
3/16 Thu 3rd year class 3rd year class 　
3/17 Fri classes/or nursing ward 3rd year class 　
3/18 Sat Free time 　
3/19 Sun Free time 　
3/20 Mon classes/or nursing ward Farewell party 　
3/21 Tue Airport Departure 　
2）本学学生の派遣
中山醫學大學への第2回の派遣は、平成29年3月に12
日間の日程で行われた（表 2）。前年の10月頃より、授
業での紹介や掲示を通して学生に向けて短期留学のアナ
ウンスを行った。6名の学部生と 1名の大学院生から参
加の意思表示があったが、日程や費用等の都合により、
最終的に学部生 4名（1 年生 2 名、3 年生 2 名）の参加
となった。
派遣に向けて、両大学の国際交流委員の間で期間やプ
ログラム、学生寮の利用、滞在費用等の詳細について、
メールによる打ち合わせを行っていった。学生には計 3
回のガイダンスを実施し、応募書類の記入、航空券の手
配と海外旅行保険の加入、緊急時の連絡体制、お土産の
準備等について説明を行った。また、学生は台湾の文化
や医療福祉について、各自で事前に学習をした。
4週間の中山醫學大學からの留学に比べ、本学の派遣
は12日間と短い期間ではあったが、学生は学内授業の参
加や附属病院での実習見学などを通して、台湾の医療や
看護教育に触れることができた。生活習慣の違いから、
学生寮の生活では戸惑いも多かったようであるが、前年
に本学に留学した学生が寮にいたことで、何かとサポー
トしてくれ心強かったようである。滞在中は中山醫學大
學の学生による支援が手厚く、学内外にわたって学生を
サポートしてくれ、観光旅行では得難い体験ができたよ
表2   平成 28 年度　国際交流プログラム　留学生派遣先研修スケジュール
図3   バスケットボールサークルに参加して学生間交流 図4   休日は学生ボランティアと一緒に観光
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うであった。その背景には、前年に本学に留学した学生
が率先して他の学生に声をかけてくれたこともあり、ま
だ 2回目の交換留学ではあるものの、学生間交流の成果
の現れと考える（図 3、図 4）。
また、帰国後の 5 月には留学の報告会を学内で行っ
た。授業の空き時間に設定し、開催のアナウンスを事前
に掲示等で行っていたが、学生の参加が 6名と少なかっ
たのは残念であった。しかし、留学した 4 人の学生は、
台湾の看護や医療に接したことでの学び、外国での様々
な生活体験について協力してスライドにまとめ、参加者
からの質問に対しても答えることができていた。
3	 国際交流に関する	
学生アンケートの結果
2 回目の留学生受け入れを終えたところで、国際交流
に対する関心を明らかにし、今後の国際交流プログラム
のあり方と課題を検討することを目的に、看護学部の 1
～ 4年生に対して平成28年 9月にアンケート調査を実施
した。このアンケートは無記名式で、回答は学生の自由
意志に基づくものであり、目白大学倫理審査委員会の承
認を得て実施した。
結果として、1年生56人、2 年生71人、3 年生34人、
4年生37人、合計198人から回答が得られた。国際交流
に関する興味関心については、「留学生との交流に興味
がある」が70人（35.5％）、「自分が海外へ留学するこ
とに興味がある」が33人（16.8％）、「両方に興味があ
る」が46人（23.4％）、「国際交流自体に興味がない」が
48人（24.4％）という結果であった。学生ボランティア
として参加した学生は、留学生や異文化に対しての興味
が高かったが、それ以外の学生がボランティアとして
参加しなかった理由として、「勉学を優先したい」51人
（27.4％）、「国際交流プログラムを知らなかった」44人
（23.7％）、「学生ボランティアの募集を知らなかった」
43人（23.1％）が上位の理由であった。
ボランティア以外に滞在中に留学生と交流機会があっ
たかという質問に対しては、「交流があった」と回答し
たものが33人（16.7％）、「交流はなかった」が165人
（83.3％）であった。「交流があった」と回答した者の感
想としては、「言葉の違いがある中でコミュニケーショ
ンが楽しかった」が21人（63.6％）と多く、他には「台
湾との文化の違いを知ることができた」11人（33.3％）、
「留学生と授業・実習・観光などで交流できたことが楽
しかった」7 人（21.2％）、「台湾との看護の違いを知る
ことができた」6 人（18.2％）、「人には多様な考え・価
値観があることを知った」6 人（18.2％）という結果で
あった。
今後国際交流プログラムに参加してみたいと思うかと
いう問いには、「思う」64人（32.3％）、「思わない」32
人（16.2％）、「どちらともいえない」97人（49.0％）で
あった。
4	 国際交流の推進における	
今後の課題
これまでの交換留学、および学生アンケートの結果を
通して、国際交流の推進における今後の課題を述べる。
第一の課題は、国際交流活動に関する学生の関心を高
める方略の検討である。本学部の現在のカリキュラムの
中では、国際看護や国際保健に関する内容は、主に基礎
教育科目の教養科目である「医療と国際協力」で教授し
てきた。しかし、平成30年度の共通科目の開講にとも
ない、この科目は閉講することになる。そのほかに、看
護の専門教育科目として「公衆衛生学」「基礎看護学概
論」「災害看護学」などでも触れてきたが、国際看護や
国際保健に関して体系的に教授する科目はない。中越
（2014）らの調査報告によれば、回答を得た72大学のう
ち、国際看護・国際看護関連科目を開講している大学は
95.8％であり、そのうち必修科目は70％、選択科目は
90％、海外演習は70％という結果であった。本学におい
ても、学生が日本国内の看護・医療・福祉などの情勢理
解にとどまらず、国際的な視野と異文化を理解する柔軟
な思考を養うなめにも、カリキュラムの中に、看護を国
際的視座で体系的に学べる専門科目を設置することが必
要であると考える。学生アンケートの結果では、国際交
流のボランティアとして参加しなかった理由に、「勉学
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を優先したい」という回答が少なくなかった。学生が、
学ぶ目的や目標を卒業単位の修得と国家試験の合格とい
うことにしているのだとすれば、本学部の教育方針が十
分に達成されているとは言い難い。国際的視野に立ち、
大学で看護を学ぶ意味と楽しさを学生自身が見いだせる
ようなカリキュラムでの仕掛けを準備しなければならな
い。しかし、専門科目の設置には、教授する教員の人材
を確保することも課題となるであろう。
アンケートでは、ボランティアに参加しなかった理由
として、「国際交流プログラムを知らなかった」「学生ボ
ランティアの募集を知らなかった」と回答した学生が、
それぞれ25％前後存在した。国際交流プログラムが年1
回実施される交換留学を中心に行われるだけでは、学生
への国際交流の啓発も十分とは言えない。国際看護に関
する講演会やセミナーなどの開催を通して、普段からの
意識づけを行っていく必要があると考える。
また、学生の国際交流への関心を引き出すためには、
英語力の強化に積極的に取り組むことも重要であると考
える。本学部のカリキュラムでは、英語の単位は 1、2
年次の必修科目で 4単位を修得することとなっているほ
か、2 年次以降に選択科目としてさらに 2 単位の履修が
可能となっている。看護学科の教育目標の 1つには国際
社会に対応しうる語学力の育成をあげていることもあり、
英語授業科目の設定は他の看護系大学にも遜色はない。
しかし、学生の英語に対する苦手意識は高く、留学の
申し込みやボランティア参加を躊躇する大きな要因とも
なっている。学生の英語に対する苦手意識を払拭するた
めに、講義以外に英語資格取得のサポートも重要である
と考える。岩槻キャンパスでは、実用英語技能検定に関
しては、資格取得者に報奨金制度が設けられている。新
宿キャンパスでは、さらに英語資格（TOEIC®）取得の
ための特別プログラムコースの設置もある。これらの制
度を学生が認知し、積極的に活用することで英語力を養
い、さらにはそれを使ってコミュニケーションする機会
が重要となる。今後は看護学部に続き、保健医療学部に
おいても中山醫學大學との学生間交流がスタートする。
これを機会にますます学生間の交流機会が増えると考え
られる。将来的には新宿キャンパスにあるような、国際
交流に関する学生サークルができることを期待する。
最後の課題として、国際交流に関する業務の役割分担
がある。岩槻キャンパスには新宿キャンパスにあるよう
な国際交流課がなく、国際交流に関する事務的な手続き
や準備など細部にわたって国際交流委員会の教員が担当
している。1回目の交換留学時に比べると、2回目では岩
槻キャンパスの事務部門、新宿キャンパスの国際交流課
の支援を受けることができ、教員負担の軽減となった。
看護学部では、臨地実習において教員が実習施設に出向
き、直接学生に指導しているため、多くの教員が大学を
不在にする期間が長い。今後は、医療保健学部も学生間
交流が始まることから、岩槻キャンパス内にも国際交流
を担当する事務スタッフが置かれることを切望する。
5	 おわりに
東京オリンピック・パラリンピックの開催に向けて、
日本はますますグローバル化が進んでいくであろう。諸
外国の看護を柔軟に吸収し、日本の看護を諸外国に率先
して発信していけるような、国際的な広い視野を持った
看護者を育成していきたい。そのために、中山醫學大學
護理學系との学生間交流をきっかけにスタートした国際
交流プログラムが、今後は岩槻キャンパスとして発展し
ていけるように、看護学部の国際交流委員会としての役
割を考えていきたい。
引用文献　
文部科学省（2011）：大学における看護系人材育成の在り方に
関する検討会最終報告．http://www.mext.go.jp/b_menu/ 
shingi/chousa/koutou/40/toushin/__icsFiles/afieldfile/2011/ 
03/11/1302921_1_1.pdf
文部科学省（2017）：看護学教育モデル・コア・カリキュラム．
  http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/koutou/078/
gaiyou/__icsFiles/afieldfile/2017/10/31/1397885_1.pdf
河津芳子，風間眞理，水野千奈津他（2016）：台湾中山醫學大學
護理學系と看護学部との学生間国際交流システムの構築と課
題．目白大学健康科学研究，9号：77－84
中越利佳，森久美子，田中祐子他（2014）：わが国の看護基礎教
育における国際看護教育の現状と課題．愛知県立医療技術大
学紀要，11巻 1号：9－13
